











（⚒）10 歳頃から 20 歳頃（学術教育）
（⚓）20 歳頃から 30 歳頃（研修教育（予選された者の教育））
（⚔）30 歳から 35 歳頃（哲学的問答法の教育（言論修練教育））














Domination, Reign, and the Public Sector in Platonʼs 『Πολιτεία』


















は じ め に










この翻訳に倣って行った。この対話編は，プラトンが 50 歳から 60 歳にかけて執筆されたと言われている。
前 375 年頃を中心にする 10 年の間に執筆されたと言われている。
また，対話が設定されている時代は，前 430 年から前 420 年の 10 年間の間であろうと思われる。この時
代設定は登場人物から推測するのであるが，ソフィストのプロタゴラス（Πρωτ  γόρ ς, Protagoras）（前
490 年頃生-前 420 年頃没）が，『国家（下）』600C（第 10 巻第⚔章，355 ページ⚖行目）おいて取り挙げら


































ントスとグラウコンが，ソクラテスの対話者になっていて，『国家（上）』368A（第⚒巻第 10 章，141 ペー
ジ 12 行目）に「君たちがメガラの戦いで名を上げたとき，グラウコンを恋している男が君たちのために作っ
た」とあるが，二人がメガラの戦いで武功を上げたのは，トゥキュディデスの『戦史（中）』巻⚔の 72（200
から 201 ページ）にあるメガラの戦いであれば，前 424 年である。対話がもたれた年代は，前 430 年から前
420 年の間であろう。他の説に前 411 年頃と設定する考えもあるが。
2 前掲書『国家（上）』441A（第⚔巻第 15 章，359 ページ⚘から⚙行目）。
3 前掲書『国家（上）』431C（第⚔巻第 11 章，337 ページ 11 から 12 行目）。























5 前掲書『国家（上）』439D（第⚔巻第 14 章，355 ページ⚗行目）。
6 プラトンは，魂のこの部分を〈学びを愛する部分〉あるいは〈知を愛する部分〉とも呼んでいる（前掲書『国
家（下）』581B（第⚙巻第⚗章，299 ページ 14 行目）参照）。この部分は，物を学ぶとろの部分で，「その全
体がつねに，真実がいかにあるかを知ることへと向かっていて，金銭や評判のことなどには，三つの部分の
うち最も関心をもたない部分」である（前掲書『国家（下）』580B（第⚙巻第⚗章，299 ページ 11 から 12 行
目））。





（第⚙巻第⚗章，298 ページ 14 行目））。

































13 前掲書『国家（下）』497B（第⚖巻第 11 章，58 ページ⚓から⚔行目）。
14 前掲書『国家（下）』520C（第⚗巻第⚕章，121 ページ 10 行目）参照。
15 前掲書『国家（下）』520D（第⚗巻第⚕章，121 ページ 11 から 13 行目）。
16 本稿で，プラトンの建設した（建設する）国家と言うとき，プラトンの対話編『国家（上）』357Aから 480A
（第⚒巻から第⚕巻）で提案している国家を意味する。
17 前掲書『国家（下）』520D（第⚗巻第⚕章，121 ページ 15 から 16 行目）。
18 前掲書『国家（下）』520E（第⚗巻第⚕章，122 ページ⚙から 10 行目）。
19 前掲書『国家（下）』520E（第⚗巻第⚕章，122 ページ 10 から 11 行目）。
20 前掲書『国家（上）』416D（第⚓巻第 22 章，285 ページ⚕から⚖行目）。




























22 前掲書『国家（上）』417A（第⚓巻第 22 章，286 ページ⚒から⚕行目）。
23 前掲書『国家（上）』416E（第⚓巻第 22 章，285 ページ 12 行目）。
24 前掲書『国家（上）』417B（第⚓巻第 22 章，286 ページ 10 から 11 行目）。
25 前掲書『国家（上）』417B（第⚓巻第 22 章，286 ページ 11 から 12 行目）。




ている（前掲書『国家（上）』460A（第⚕巻第⚘章，409 ページ 14 から 410 ページ⚑行目））。
27 プラトンは，相互がけじめをもって交わるために，「次の措置として，結婚をできるだけ神聖なものとする
ことになるだろう。しかるに神聖な結婚とは，最も為になる結婚がそれであろう」と説明する（前掲書『国





























第 17 章（473D）32 において，「哲学者たちが国々において王になって統治する」あるいは「現
在王と呼ばれ，権力者と呼ばれている人たちが，真実にかつじゅぶんに哲学するのでないか






（上）』460C から D（第⚕巻第⚙章，461 ページ 10 から 15 行目））。
30 前掲書『国家（上）』461A（第⚕巻第⚙章，412 ページ⚙から 11 行目）。この引用で，疾駆の盛りを過ぎた
年齢とは，男の結婚適齢期は血気が鎮まった 20 歳過ぎを言っている。
31 前掲書『国家（上）』463B（第⚕巻第 11 章，420 ページ⚑行目）。





















33 前掲書『国家（上）』473D（第⚕巻 17 章，452 ページ⚓から⚗行目）参照。
34 前掲書『国家（上）』473D（第⚕巻第 17 章，452 ページ⚗から⚘行目）。
















『歴史（下）』第⚗巻の 20（182 ページ 12 から 14 行目）に，紀元前 413 年のこととして，「この時季にペロ
ポネスの周域の 30 隻の船を放った。この船団の司令官にはアポロドロスの子カリクレスが任命された」と






















張している（『国家（上）』466A（第⚕巻第 13 章，428 ページ⚖から⚘行目））。決して支配す
る階層だけが幸福になることが，守護者達の任務とはしていない。国民全体の幸福が支配者
（守護者たち）の任務である。
36 前掲書『国家（上）』463E（第⚕巻第 11 章，421 ページ 12 から 13 行目）。
37 前掲書『国家（上）』464B（第⚕巻第 12 章，423 ページ⚑から⚒行目）。











20（第⚒巻⚒章，68 ページ 16 から 18 行目））。




























（上）』475E（第⚕巻第 19 章，458 ページ⚘から 10 行目））。
43 前掲書『国家（上）』475B（第⚕巻第 19 章，457 ページ⚑から⚓行目）。
44 前掲書『国家（上）』475C（第⚕巻第 19 章，457 ページ 12 から 14 行目）。





あると思い違いする」人と説明している（前掲書『国家（上）』476C（第⚕巻第 20 章，461 ページ⚑から⚓
行目））。プラトンは，夢見る人の精神のあり方を〈思わく〉と呼び，本性を知っている人の精神のあり方を
〈知識〉であると言っている（前掲書『国家（上）』476D（第⚕巻第 20 章，461 ページ 12 から 15 行目）参
照）。プラトンは知識と思わくを明確に区別している。



























49 前掲書『国家（下）』486D（第⚖巻第⚒章，26 ページ 15 行目）。





55 前掲書『国家（下）』489B（第⚖巻第⚕章，37 ページ⚙から 13 行目）。












































57 前掲書『国家（下）』493Aから C（第⚖巻第⚗章，46 ページ⚕から 47 ページ⚒行目）参照。ソフィストは，
「種々雑多な人々の集まりからなる群衆の気質や好みをよく心得ていることをもって，〈知恵〉である」と考
えていた（前掲書『国家（下）』493D（第⚖巻第⚗章，47 ページ 11 から 12 行目））。



























61 前掲書『国家（下）』498A（第⚖巻第 11 章，60 ページ 13 から 15 行目）。
62 プラトンが直接に揶揄批判している哲学者（あるいは哲学の学派）は，ゴルギアスの流れを汲むイソクラテ



















































67 前掲書『国家（下）』497B から C（第⚖巻第 11 章，61 ページ⚓から 11 行目）参照。












生きなければならない」と語らせている（前掲書『国家（下）』606E（第 10 巻第⚗章，375 ページ 10 から 12
行目））。多分，当時のギリシヤでは，ホメロスの英雄叙事詩が教育現場で広く使用されていたのであろう。








か，国のなかへ受け入れてはならない」と語らせる（前掲書『国家（下）』607A（第 10 巻第⚗章，375 ペー
ジ 15 から 376 ページ⚑行目））。プラトンは，神々が人を騙し，変身し，そして嘆き悲しむこと，英雄が物
欲に陥る叙事詩や叙情詩を若者たちに語ることを非難する。「快く装われた詩神（ムゥサ）をうけいれるな
らば，君の国には，法と，つねに最善であると公に認められた道理とに代って，快楽と苦痛が王として君臨


























































71 前掲書『国家（上）』377C（第⚒巻第 17 章，172 ページ 11 から 12 行目）。
72 前掲書『国家（上）』377C（第⚒巻第 17 章，173 ページ⚙から 10 行目）。
73 前掲書『国家（上）』377D（第⚒巻第 17 章，173 ページ 14 から 15 行目）。
74 前掲書『国家（上）』377E（第⚒巻第 17 章，174 ページ⚒から⚓行目）。



















どい歯のついた大きな鎌を執って すばやくわが父の陰部を刈り取り 背後に投げつければ それは後ろ
へとんでいった」とある。
77 前掲書『神統記』（450 から 465 行）（59 ページ⚘から 61 ページ⚘）において，クロノスは，自分自身以外
のウラノス裔の神々の誰かが王者の特権を獲ることがないようにと図って，レイアの生んだ子供達を呑み
込むことがヘシオドスによって語られている。ヘシオドスには「大いなるクロノスは これらの子供たち

















なるクロノスは 己が子供を吐き出した 彼の息子の策略と力に 打ち負かされて。」とある（前掲書『神




















79 前掲書『国家（上）』378A（第⚒巻第 17 章，174 ページ 12 から 14 行目）。
80 前掲書『国家（上）』378B（第⚒巻第 17 章，175 ページ⚗から⚘行目）において，神々に夜この殺害や子に
よる父親への復讐の仕業から，「まさに神々のうちの第一にして最も偉大な方々と同じことをしているまで
のことなのだ」と，若者に言わせることになることがないようにすることをプラトンは強く望んでいる。
81 前掲書『国家（上）』377B（第⚒巻第 17 章，175 ページ⚕行目）。
82 前掲書『国家（上）』378C（第⚒巻第 17 章，175 ページ 11 から 15 行目）参照。プラトンは，ホメロスの神々







また前掲書『イリアス（下）』第 21 歌（383-399）（294 ページ⚕から⚗行目）に，「この時，神々はもはやい
つまでも離れたままではおらず，すなわち楯を裂くアレスが戦いの火口を切って，真っ先に青銅の槍をひっ






家（上）』378C（第⚒巻第 17 章，175 ページ 15 から 176 ページ⚑行目））参照。
84 前掲書『国家（上）』378D（第⚒巻第 17 章，176 ページ 10 から 11 行目）。























デュッセイア（下）』第 17 歌（477-478）（142 ページ⚖から⚘行目）において「実際，神々は
遠方からの異国人に身を変え，いかなる姿にもなって，人間の無法な振舞い，正義の行いに
目を光らせつつ，町々を巡らせるものなのだ」と語ることには反対である91。また，前掲書








86 前掲書『国家（上）』379C（第⚒巻第 18 章，179 ページ 12 から 14 行目）。
87 前掲書『国家（上）』380C（第⚒巻第 19 章，182 ページ⚙から 10 行目）。
88 前掲書『国家（上）』382E（第⚒巻第 21 章，190 ページ⚘から 11 行目）。
89 前掲書『国家（上）』381C（第⚒巻第 20 章，185 ページ 13 から 14 行目）。
































107）（339 ページ 13 から 14 行目）に「冥王の館にもなにか魂や幻のようなものがあるのだ
92 前掲書『国家（上）』381E（第⚒巻第 20 章，186 ページ 12 から 13 行目）。
93 前掲書『国家（上）』382B（第⚒巻第 21 章，187 ページ 16 から 188 ページ⚒行目）。
94 前掲書『国家（上）』383A（第⚒巻第 21 章，191 ページ⚓から⚔行目）参照。
95 前掲書『国家（上）』386A（第⚓巻第⚑章，194 ページ⚒から⚓行目）。





札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
な，だが生気はまるでない」とある。このようにアキレウスの朋友パトロクロスの亡霊が彼
の枕元で悲嘆に暮れて立っていたが，プラトンは冥界を卑下して語ることには反対する。ま




























98 前掲書『国家（上）』387B（第⚓巻第⚑章，196 ページ 15 から 16 行目）。
99 前掲書『国家（上）』387B（第⚓巻第⚑章，197 ページ⚓から⚔行目）。
100 前掲書『国家（上）』387C（第⚓巻第⚒章，197 ページ⚗から⚘行目）。
101 前掲書『国家（上）』387C（第⚓巻第⚒章，197 ページ⚘から 10 行目）参照。




札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
































105 前掲書『国家（上）』388B から C（第⚓巻第⚓章，203 ページ 12 から 13 行目）。

















































札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
り金銭欲が深かったりするのを，許してはならない」109 と主張する。プラトンは，『イリアス






























112 前掲書『国家（上）』391A（第⚓巻第⚔章，208 ページ 13 から 14 行目）。
113 またプラトンは，憤慨したアキレウスがアポロンに向かって，「わたしを騙されましたな，遠矢の神よ，あ
なたはどの神よりも残忍なお方だ」，そして「わたしにその力さえあったら，仕返ししたいものだが」（前掲




（341 ページ 13 から 14 行目））が，これも真実ではないであろうとプラトンは主張する。また，同書『イリ




























説明する例として『イリアス（上）』第⚑歌（8-21）（11 ページ⚖から 12 ページ⚒行目）には，
祭司クリュセスが自分の娘の解放を王アガメムノンに懇願するが，アガメムノンが腹を立て，
の話しも真実ではないと主張する。また，アキレウスがトロイアの 12 人の優れた息子を切って獣と一緒に
火の餌食にした（同書第 23 歌（161-183）（342 ページ 11 から 343 ページ⚒行目））とホメロスは言っている
が，プラトンはこれも真実ではないと主張する。
114 前掲書『国家（上）』391C（第⚓巻第⚔章，209 ページ 12 から 14 行目）。
115 前掲書『国家（上）』391C（第⚓巻第⚔章，209 ページ⚙行目）。
116 前掲書『国家（上）』391D（第⚓巻第⚕章，210 ページ⚖から⚘行目）。
117 前掲書『国家（上）』391D（第⚓巻第⚕章，210 ページ⚙から 11 行目）。









































































128 前掲書『国家（上）』397Aから B（第⚓巻第⚙章，227 ページ 10 から 12 行目）。
129 前掲書『国家（上）』397B（第⚓巻第⚙章，227 ページ 11 から 13 行目）。
130 前掲書『国家（上）』395C（第⚓巻第⚘章，222 ページ 12 から 14 行目）。



































（上）』394E（第⚓巻第⚗章，220 ページ 14 から 16 行目））。あるいは，「人はそれぞれのもって生まれた自然
本来の素質に応じて，一人が一つずづ自分の仕事を行なわなければならない」ことがプラトンの基準と呼





139 前掲書『国家（上）』397E（第⚓巻第⚙章，229 ページ 12 から 13 行目）。


































144 前掲書『国家（上）』398E（第⚓巻第 10 章，233 ページ⚒行目）。この引用で，「高音」というのは，緊張し
たという意味である。
145 前掲書『国家（上）』398E（第⚓巻第 10 章，233 ページ⚘から⚙行目）。
146 前掲書『国家（上）』398E（第⚓巻第 10 章，233 ページ 12 行目）。ここで，弛緩したとは，ものうい，と同
じ意味合いであろうと思われる。
147 前掲書『国家（上）』399Aから B（第⚓巻第 10 章，234 ページ⚓から⚖）参照。





















149 前掲書『国家（上）』399C（第⚓巻第 10 章，235 ページ⚓から⚔行目）。
150 前掲書『国家（上）』399D（第⚓巻第 10 章，235 ページ⚖から⚗行目）。三角琴もリュディア琴も，他の国
から移入したもので多多弦的な琴であった。
151 脚韻の基本型は⚓種類である。韻律の構成単位は，長音節と短音節の組み合わせからなる。その組み合わ






152 前掲書『国家（上）』399E から 400A（第⚓巻第 11 章，236 ページ 13 から 15 行目）参照。プラトンは，ど
のような生活がどのリズムに対応しているのかについてはダモンに相談するといっている（前掲書『国家
（上）』400B（第⚓巻第 11 章，237 ページ 10 行目）参照）。またプラトンは，「賤しさや，傲慢さや，狂気や，
またそのほかの悪にふさわしい脚韻にはどんなのがあるいか，そしてどんなリズムをそれと反対のものの
ために残すべきか」につて考察することを説いている（前掲書『国家（上）』400B（第⚓巻第 11 章，237 ペー
ジ 10 から 12 行目））。プラトンは，行進曲のリズム「複合的エノプリオス」あるいは叙情詩の英雄律「ヘー
ローオス」のリズムとしてダクテュロスやスポンダイオスを挙げている（前掲書『国家（上）』400B（第⚓
巻第 11 章，237 ページ 13 から 238 ページ⚒行目）参照）。
153 前掲書『国家（上）』400D から E（第⚓巻第 11 章，239 ページ⚘から⚙行目）。
154 前掲書『国家（上）』400E（第⚓巻第 11 章，239 ページ 11 行目）。





























156 前掲書『国家（上）』401D（第⚓巻第 12 章，241 ページ 14 から 242 ページ⚗行目）参照。
157 前掲書『国家（上）』402C（第⚓巻第 12 章，243 ページ⚘から 16 行目）参照。
158 前掲書『国家（上）』410B（第⚓巻第 17 章，265 ページ 12 から 13 行目）。
159 前掲書『国家（上）』410B（第⚓巻第 17 章，265 ページ 13 から 14 行目）参照。
160 前掲書『国家（上）』410C（第⚓巻第 17 章，266 ページ⚕行目）。
161 プラトンは，運動選手たちが不安定な健康状態にあると認識していたと思われる（前掲書『国家（上）』

























⚓巻第 13 章，249 ページ⚖から⚙行目）参照）。
163 前掲書『国家（上）』404D（第⚓巻第 13 章，250 ページ 14 から 15 行目）。
164 前掲書『国家（上）』404D（第⚓巻第 13 章，251 ページ⚔行目）。
165 前掲書『国家（上）』404B（第⚓巻第 13 章，249 ページ⚖から⚙行目）。
166 前掲書『国家（上）』404E（第⚓巻第 13 章，251 ページ 10 から 12 行目）。
167 前掲書『国家（上）』405D（第⚓巻第 13 章，253 ページ 10 行目）。
168 プラトンによると，「そんな病名はアスクレピオスの時代にはなかったものだ」とある（前掲書『国家（上）』
405E（第⚓巻第 14 章，253 ページ 14 から 15 行目））。アスクレピオス（ʼΑσκληπιός, Asklēpios）はギリシヤ
神話に登場する名医であり，アスクレピオスはアポローンとコローニスの子とされている。彼の子供達が，
トロイア戦争でギリシヤ軍に従軍したポダレイリオスとマカオンである。
169 へディコス（Ήρ óð ι ĸ ος, Herodicos）（紀元前⚕世紀）はセリュンブリア生まれのトラキアの医者であった。
彼の名は，プラトンの対話編『プロタゴラス』ならびに『パイドロス』で言及されている。『プロタゴラス』






























170 前掲書『国家（上）』406B（第⚓巻第 14 章，254 ページ 13 から 15 行目）。
171 プラトンは，一人一つずつの仕事をおこなわなければならない（本稿でプラトン基準といっていること）の
であるから，生涯を病気療養にあてることはできないと見ている。
172 前掲書『国家（上）』406C（第⚓巻第 14 章，255 ページ⚙から 10 行目）。
173 前掲書『国家（上）』406D から E（第⚓巻第 15 章，256 ページ⚒から⚖行目）。
174 前掲書『国家（上）』406E（第⚓巻第 15 章，256 ページ⚔から⚖行目）。
175 前掲書『国家（上）』407A（第⚓巻第 15 章，256 ページ⚙から 10 行目）。
176 前掲書『国家（上）』407A（第⚓巻第 15 章，258 ページ 12 から 14 行目）参照。






















































179 前掲書『国家（上）』407Aから B（第⚓巻第 15 章，257 ページ⚕から⚘行目）。
180 前掲書『国家（上）』407C（第⚓巻第 15 章，258 ページ⚒行目）。
181 前掲書『国家（上）』407D（第⚓巻第 15 章，258 ページ 10 行目）。
182 前掲書『国家（上）』407D から E（第⚓巻第 15 章，258 ページ 11 から 14 行目）。
183 前掲書『国家（上）』408E（第⚓巻第 16 章，261 ページ 10 から 12 行目）。
184 前掲書『国家（上）』408E（第⚓巻第 16 章，261 ページ 15 から 262 ページ⚑行目）。
185 前掲書『国家（上）』409A（第⚓巻第 16 章，262 ページ⚔から⚕行目）。
186 前掲書『国家（上）』409A（第⚓巻第 16 章，262 ページ⚕行目）。






























188 前掲書『国家（上）』409A（第⚓巻第 16 章，262 ページ⚗から⚙行目）。
189 前掲書『国家（上）』409B（第⚓巻第 16 章，262 ページ 14 から 16 行目）。
190 前掲書『国家（上）』409B（第⚓巻第 16 章，262 ページ 16 から 263 ページ⚓行目）。
191 前掲書『国家（上）』409D から E（第⚓巻第 17 章，264 ページ⚔から⚖行目）参照。
192 前掲書『国家（上）』410A（第⚓巻第 17 章，264 ページ 11 から 14 行目）。

































194 前掲書『国家（上）』411A（第⚓巻第 17 章，267 ページ 15 行目）。調和しない人は，臆病であり，粗暴であ
る。



















るものであるだけに，より固有のものだから」と言う（前掲書『国家（下）』535B（第⚗巻第 15 章，167 ペー
ジ⚒から⚔行目）参照）。
197 前掲書『国家（下）』535C（第⚗巻第 15 章，167 ページ⚗から⚘行目）。


















511E（第⚖巻第 21 章，102 ページ⚑から⚘行目）参照）。
200 プラトンは，「彼らは目に見える形象を補助的に使用して，それらの形象についていろいろと論じる」（前掲



























（第⚖巻第 20 章，99 ページ⚓から⚕行目））。
201 そして論証しているものについては，「彼らの論証は四角形そのもの，対角線そのもののためになされるの
であって，図形に描かれる対角線のためではなく，その他同様である」とある（前掲書『国家（下）』510D
（第⚖巻第 20 章，101 ページ⚕から⚖行目））。
202 プラトンは，このことを「さまざまの仮設がそのまま始原にほかならない」と言う（前掲書『国家（下）』
511C（第⚓巻 21 章，101 ページ⚖から⚗行目））。
203 プラトンはこの点を「彼らは始原にまでさかのぼって考研するのではなく，仮設から出発して考察するが
ゆえに」，「対象についてほんとうの〈知〉をもつに至らない」と考えている（前掲書『国家（下）』511D（第
⚖巻第 21 章，101 ページ⚘から 10 行目））。







































524B（第⚗巻第⚗章，133 ページ 16 から 134 ページ⚒行目））。






ページ 11 から 12 行目））。またプラトン著（田中美知太郎訳『パルメニデス』129B あるいは 144E（13 ペー
ジ 10 行目，68 ページ⚕から⚙行目）にも同様の記述がある）参照。
212 前掲書『国家（下）』525B（第⚓巻第⚘章，137 ページ⚖から⚙行目）。



































214 前掲書『国家（下）』525D（第⚗巻第⚘章，138 ページ 10 から 13 行目）。
215 前掲書『国家（下）』526D（第⚗巻第⚙章，141 ページ⚙から 11 行目）。
216 前掲書『国家（下）』527B（第⚗巻第⚙章，143 ページ⚑から⚒行目）。




家（下）』527Aから B（第⚗巻第⚙章，142 ページ 13 から 143 ページ⚒行目）参照）。プラトンは，幾何学
を思惟する学問と見ている。プラトンは，即ち，幾何学も善の実相を観得することに寄与すると考える。































219 前掲書『国家（下）』528B（第⚗巻第 10 章，146 ページ 14 から 147 ページ⚓行目）参照。
220 前掲書『国家（下）』528C（第⚗巻第 10 章，147 ページ⚓から⚖行目）。
221 前掲書『国家（下）』529D から E（第⚗巻第⚙章，151 ページ⚕から⚘行目）参照。




224 前掲書『国家（下）』529E から 530A（第⚗巻第⚙章，151 ページ⚙から 11 行目）。




札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
ることになるだろう─もしわれわれがほんとうの意味で天文学研究に参与することによっ
て，魂の内に本来そなわっている知の機能を無用の状態から救って，役に立つものにしよう

























226 前掲書『国家（下）』537A（第⚗巻第 16 章，172 ページ⚙から 10 行目）。
227 前掲書『国家（下）』537C（第⚗巻第 16 章，173 ページ⚒から⚓行目）。






























229 前掲書『国家（下）』537D（第⚗巻第 16 章，174 ページ⚑から⚓行目）。




231 前掲書『国家（下）』539B（第⚗巻第 17 章，178 ページ 16 から 179 ページ⚔行目）。
232 前掲書『国家（下）』538D から E（第⚗巻第 17 章，177 ページ⚗から 11 行目）。
233 プラトンは，「現在のように誰でも行き当たりばったりの，まったく不適当な者がそこへ赴くことがあって










































札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
（⚒）哲学的問答（対話）法





























238 前掲書『国家（下）』511B（第⚖巻第 21 章，100 ページ⚘から 13 行目）参照。
239 前掲書『国家（下）』511B（第⚖巻第 21 章，100 ページ 14 から 15 行目）。
240 前掲書『国家（下）』511B から C（第⚖巻第 21 章，100 ページ 15 から 16 行目）。































243 プラトン著（田中美知太郎・池田美恵共訳）『パイドーン』73C から 76D（137 ページ⚙から 145 ページ⚘行
目）において，想起によって類似した事物を知ることや，魂の不滅性を持ち出し，事物を知ること，あるい
は認識することのプロセスを考察している。さらに，魂が不滅性であり非合成物であることから，『ものそ
のもの』の存在を説いている（同書『パイドーン』78Dから E（151 ページ⚕から 17 行目）参照）。
244 前掲書『国家（下）』509B（第⚖巻第 19 章，94 ページ 10 から 13 行目）。
245 前掲書『国家（下）』509B（第⚖巻第 19 章，94 ページ 13 から 14 行目）。






札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
て，〈善〉のあり方はもっと貴重なものと考えている。しかし，それ以上の証明は与えていな
い。

































247 前掲書『国家（下）』539E（第⚗巻第 18 章，180 ページ 13 から 15 行目）参照。
248 前掲書『国家（下）』539E から 540A（第⚗巻第 18 章，181 ページ⚒から⚔行目）。
249 前掲書『国家（下）』540B（第⚗巻第 18 章，181 ページ 11 から 13 行目）。
250 前掲書『国家（下）』540B（第⚗巻第 18 章，181 ページ 15 から 16 行目）。
251 前掲書『国家（下）』540B（第⚗巻第 18 章，182 ページ⚑から⚒行目）。






























253 前掲書『国家（下）』484C から D（第⚖巻第⚑章，19 ページ 14 から 20 ページ⚒行目）参照。
254 前掲書『国家（下）』484D（第⚖巻第⚑章，20 ページ 10 行目）参照。
255 前掲書『国家（下）』484D（第⚖巻第⚑章，20 ページ⚕から⚙行目）参照。
256 前掲書『国家（下）』519C から D（第⚗巻第⚔章，118 ページ 11 から 15 行目）参照。
257 前掲書『国家（下）』519E（第⚗巻第⚕章，119 ページ 11 行目）。
258 前掲書『国家（下）』520A（第⚗巻第⚕章，119 ページ 13 行目）。
259 前掲書『国家（下）』520B（第⚗巻第⚕章，120 ページ 14 から 16 行目）。































261 前掲書『国家（下）』520C（第⚗巻第⚕章，121 ページ 10 から 11 行目）。
262 前掲書『国家（下）』520C から D（第⚗巻第⚕章，121 ページ 11 から 13 行目）。
263 前掲書『国家（下）』520E（第⚗巻第⚕章，122 ページ⚙から 10 行目）。
264 前掲書『国家（下）』516A（第⚗巻第⚒章，108 ページ⚗から⚙行目）。
































268 前掲書『国家（上）』328E（第⚑巻第⚒章，22 ページ 13 行目）。この一節は，ホメロス著（松平秋平訳）『イ















































275 前掲書『国家（上）』330D（第⚑巻第⚕章，27 ページ 13 から 15 行目）参照。
276 前掲書『国家（上）』330E（第⚑巻第⚕章，28 ページ⚘から 10 行目）。
277 前掲書『国家（上）』330E から 331A（28 ページ 11 から 13 行目）。
278 前掲書『国家（上）』331A（第⚑巻第⚕章，28 ページ 14 行目）。プラトンは，詩人ピンダロス（Πίνδαρος）



































280 前掲書『国家（上）』331B（第⚑巻第⚕章，29 ページ⚘から 11 行目）。
281 前掲書『国家（上）』331B（第⚑巻第⚕章，29 ページ 13 行目）。理とは，知恵あるいは知識のことであるが，
プラトンは，理（理知）を究める人とは，哲学者（哲学的思考を身に着けた人）のことを指しているのであ
ろうか。プラトンは，人間の魂の理知部分を指しているのであろう。





















284 ポレマコスは，ケパロスの息子で長男であった。プラトンの『パイドロス』257B（85 ページ 11 行目）にお
いて，ポレマコスについて「彼の兄ポレマコスが，すでに哲学のほうに心を向けておりますのと同じよう
に，彼をこの愛知のいとなみのほうに向かわせてください」と取り上げられている。ここで，彼とは，ポレ




286 前掲書『国家（上）』331E（第⚑巻第⚖章，31 ページ 10 行目）。プラトンは，この一節は，詩人シモニデス






中頃（前 460 年頃）生，没年はソクラテスの没年（前 399 年）頃）を仲裁者にして描いている。プラトンが
生活していた時代には，詩が教養の源泉であったのかも知れない。
287 前掲書『国家（上）』331E（第⚑巻第⚖章，31 ページ 13 行目）。
288 前掲書『国家（上）』332A（第⚑巻第⚖章，32 ページ 11 から 13 行目）。
289 前掲書『国家（上）』332C（第⚑巻第⚗章，33 ページ 11 行目）。















































294 前掲書『国家（上）』334C（第⚑巻第⚘章，41 ページ 10 から 11 行目）。



































と」と捉えている（前掲書『国家（上）』333A（第⚑巻第⚗章，36 ページ 12 から 15）参照）。
302 前掲書『国家（上）』332E（第⚑巻第⚗章，35 ページ 12 行目）。

























































































































313 前掲書『国家（上）』335C から D（第⚑巻第⚙章，45 ページ 14 から 15 行目）。
314 前掲書『国家（上）』335D（第⚑巻第⚙章，45 ページ 15 から 16 行目）。
315 前掲書『国家（上）』335D（第⚑巻第⚙章，46 ページ⚘行目）。
316 前掲書『国家（上）』335D（第⚑巻第⚙章，46 ページ 13 から 15 行目）。この考えは福音書で示されたイエ























320 前掲書『国家（上）』335E（第⚑巻第⚙章，47 ページ⚘から 11 行目）。この引用文に引かれている知者ビア
ス（Βίας）は，一般に，ギリシヤの七賢人の一人として知られている。ディオゲネス・ラエルティオス著（加
来彰俊訳）『ギリシア哲学列伝（上）』第⚑巻第⚕章ビアス（77 から 82 ページ）において，ビアスを紹介し
ている。ディオゲネスによると，ビアスはブリエネの人で，サテュロスによって七賢人の筆頭にあげられ
ている。また，彼の金言として「たいていの人間は劣悪である」を紹介している（前掲書『ギリシア哲学者
列伝（上）』（81 ページ 16 行目）。また，ピッタコス（Πιττακός）（前 650 年頃-前 570 年没）は，レスボス島
の僭主メランクロスを武力で倒し，ミュティレネの支配者になった。彼もギリシヤの七賢人の一人である。
ピッタコスについても，ディオゲネス・ラエルティオス著（加来彰俊訳）『ギリシア哲学列伝（上）』第⚑巻





ページ 15 から 71 ページ⚓行目））。プラトンは，前掲書『プロタゴラス─ソフィストたち─』343B（28，107
ページ 14 行目）において，ピッタコスを⚗賢人の一人として挙げ，彼の文句，「すぐれた人であることは難
し」を引用している。
321 前掲書『国家（上）』336A（第⚑巻第⚙章，47 ページ 16 から 48 ページ⚒行目）。この引用で例示されてい
るペリアンドロス（Πειανδρος）（前 625 年-前 585 年ころ）は，コリントスの僭主（独裁僭主）である。彼は，
僭主制を保持させる方法を工夫した僭主としてアリストテレス（『政治学』1313a から 1313b（第⚕巻第 11

















































323 前掲書『国家（上）』338C（第⚑巻第 12 章，55 ページ 10 行目）。
324 前掲書『国家（上）』338D（第⚑巻第 12 章，56 ページ⚗から⚙行目）。トラシュマコスは，彼自身が目にし
ている国の国制を問題している。プラトンは，哲人王が支配する国制を最優秀支配制と呼び，理想型の国
制とし，逸脱した他の国制として⚔つ，つまり名誉支配制，寡頭制，民主制，そして僭主（独裁）制の国制



































から 549B（第⚘巻第⚕章，201 ページ⚖から 203 ページ⚒行目）参照）。寡頭制の人間は，「何よりも金を大
事にする」，「けちで働き者である」，「どんなことからでも利益をあげては倉を立てるような人間」で，「あ
るものは乞食としての欲望，他のものは悪者としての欲望」が分裂抗争する「一人の人間ではなく二重人格






を捉えている（前掲書『国家（下）』561Aから B（第⚘巻第 13 章，238 ページ⚘から 239 ページ⚑行目）参
照）。
325 前掲書『国家（上）』338D（第⚑巻第 12 章，56 ページ 11 行目）。
326 前掲書『国家（上）』338D（第⚑巻第 12 章，56 ページ 13 から 14 行目）。





































329 前掲書『国家（上）』339A（第⚑巻第 12 章，57 ページ⚔から⚕行目）。
330 前掲書『国家（上）』339D（第⚑巻第 13 章，59 ページ 13 から 14 行目）。
331 前掲書『国家（上）』339D（第⚑巻第 13 章，59 ページ 15 から 16 行目）。
332 前掲書『国家（上）』340A（第⚑巻第 13 章，61 ページ⚓行目）。
333 前掲書『国家（上）』340B（第⚑巻第 13 章，61 ページ⚕行目）。


































































はない」と想定している（前掲書『国家（上）』340E（第⚑巻第 14 章，12 から 13 行目））。

































る（その 342B（第⚑巻第 15 章，68 ページ 16 から 69 ページ⚓行目））。
339 前掲書『国家（上）』342C（第⚑巻第 15 章，69 ページ⚗から⚘行目）。
340 前掲書『国家（上）』342C（第⚑巻第 15 章，69 ページ 10 から 11 行目）。
341 前掲書『国家（上）』324C（第⚑巻第 15 章，69 ページ 15 から 16 行目）。







なもの」と述べている（前掲書『国家（上）』342B（第⚑巻第 15 章，68 ページ 16 から 69 ページ
⚓行目））。また，「そもそも欠陥だとか誤りだとかいったものは，およそいかなる技術にもはじめからあり
えないのだし，また，技術が探求する利益とは，その技術がはたらきかける対象にとって利益になること以
外にはないはずだから」とも述べている（前掲書『国家（上）』342B（第⚑巻第 15 章，68 ページ 14 から 16
行目））。























































345 前掲書『国家（上）』342E（第⚑巻だい 15 章，71 ページ⚗から⚙行目）参照。
346 前掲書『国家（上）』343B（第⚑巻第 16 章，72 ページ⚙から 12 行目）。
347 前掲書『国家（上）』345C（第⚑巻第 17 章，78 ページ 10 から 13 行目）。






































































351 前掲書『国家（上）』346D（第⚑巻第 18 章，82 ページ⚗から⚘行目）。
352 前掲書『国家（上）』346D（第⚑巻第 18 章，82 ページ 10 から 11 行目）。
353 前掲書『国家（上）』346D（第⚑巻第 18 章，82 ページ 12 から 13 行目）。
354 前掲書『国家（上）』346E（第⚑巻第 18 章，83 ページ⚘から⚙行目）。
355 前掲書『国家（上）』347A（第⚑巻第 18 章，83 ページ 14 から 15 行目）。





































『国家（上）』358A（第⚒巻第⚑章，114 ページ⚗から 10 行目）参照）。






































（上）』353Aから 354A（第⚑巻第 24 章，105 ページ 10 から 109 ページ 14 行目）参照）。
364 前掲書『国家（上）』353E（第⚑巻第 24 章，108 ページ 15 行目）。
365 前掲書『国家（下）』552B から C（第⚘巻第⚗章，212 ページ 10 から 12 行目）。
366 前掲書『国家（下）』552D（第⚘巻第⚗章，213 ページ 11 から 12 行目）。
367 プラトンは，人間（支配者）の過剰な欲望が寡頭制の崩壊と民主制の発生の要因であると考えている。不必
要な欲望に支配された人が民主制に対応する人間である（前掲書『国家（下）』558C から 559C（第⚘巻第 12




























368 前掲書『国家（下）』555C（第⚘巻第 10 章，222 ページ⚒から⚔行目）参照。
369 前掲書『国家（下）』555D（第⚘巻第 10 章，222 ページ 15 から 223 ページ⚒行目）。
370 前掲書『国家（下）』555E（第⚘巻第 10 章，223 ページ⚗行目）。この引用で，「雄峰」は怠惰で浪費する人
たちである。プラトンは，寡頭制国家において「蜂の巣の一つの穴に雄峰が生まれ，巣全体の病いとなるよ
うに，このような人もまた，雄峰として一つの家のなかに生まれて，国全体の病いとなる」と語る（前掲書






すべてが出くるのではないか」と説明している（前掲書『国家（下）』552C から D（第⚘巻第⚗章，213 ペー
ジ⚔から⚘行目）参照）。この引用で，プラトンは，翅のある蜜蜂の王を雄蜂と見ている。
371 前掲書『国家（下）』556B から C（第⚘巻第 10 章，224 ページ⚕から⚘行目）参照。
372 前掲書『国家（下）』556E（第⚘巻第 10 章，225 ページ 14 から 226 ページ⚒行目）。
373 前掲書『国家（下）』557A（第⚘巻第 10 章，226 ページ⚖から⚗行目）。
























560B から C（第⚘巻第 13 章，236 ページ 11 から 14 行目））から，民主制のもとには守護者（支配者）が実
在しないが如きであるとプラトンは認識していると理解される。その状態は無政府的状態である。
376 前掲書『国家（下）』557B（第⚘巻第 11 章，227 ページ⚑から⚙行目）参照。






家（下）』557E（第⚘巻第 11 章，228 ページ 12 から 16 行目））。
379 前掲書『国家（下）』558B（第⚘巻第 11 章，229 ページ 13 か 15 行目）参照。









































565Aから C（第⚘巻第 16 章 250 ページ 10 から 252 ページ⚖行目）を参照。
382 前掲書『国家（下）』544C（第⚘巻第⚑章，189 ページ⚗から⚘行目）。
383 前掲書『国家（下）』562D（第⚘巻 14 章，243 ページ⚔から⚖行目）。
384 前掲書『国家（下）』562D（第⚘巻第 14 章，243 ページ⚙から 11 行目）。
385 前掲書『国家（下）』562E から 563A（第⚘巻第 14 章，244 ページ⚓から⚖行目）。


































る（前掲書『国家（下）』565D から E（第⚘巻第 16 章，252 ページ 12 から 253 ページ 13 行目）参照）。
392 前掲書『国家（下）』566A（第⚘巻第 16 章，253 ページ 15 から 16 行目）。
393 前掲書『国家（下）』566B（第⚘巻第 16 章，254 ページ 10 行目）。
394 前掲書『国家（下）』566B（第⚘巻第 16 章，254 ページ 11 行目）。
395 前掲書『国家（下）』566B（第⚘巻第 16 章，254 ページ 14 から 15 行目）。
396 前掲書『国家（下）』566D（第⚘巻第 16 章，255 ページ 13 から 15 行目）。
397 前掲書『国家（下）』566E（第⚘巻第 17 章，256 ページ 15 行目）。





























399 前掲書『国家（下）』567B（第⚘巻第 17 章，258 ページ⚒から⚓行目）。
400 前掲書『国家（下）』567C（第⚘巻第 17 章，258 ページ⚖から⚗行目）。
401 前掲書『国家（下）』568A（第⚘巻第 18 章，260 ページ 13 から 14 行目）。
402 前掲書『国家（上）』344B から C（第⚑巻第 16 章，75 ページ⚓から⚕行目）。
403 前掲書『国家（上）』344A（第⚑巻第 16 章，74 ページ⚙から 11 行目）。
404 完全な不正とは，神殿荒し，人さらい，土蔵破り，詐欺，盗みなどを一挙に行うことを指している。これら
を一つずつ行うと，悪業を犯す者として罰せられる。
405 前掲書『国家（上）』344A（第⚑巻第 16 章，74 ページ 11 行目）。トラシュマコスは，独裁僭主とは，他人
のものをだまし取るときにも，暴力でとるときにも，それは神物であれ，個人のものであれ公のものであろ
うとも，少しずつ掠め取るようなことをせず，一挙にごっそり奪い取ると説明する（上掲書『国家（上）』
















































406 前掲書『国家（上）』344A（第⚑巻第 16 章，74 ページ 11 から 14 行目）。






410 前掲書『国家（下）』577C から 578B（第⚙巻第⚕章，287 ページ⚑から 289 ページ 15 行目）参照。
411 前掲書『国家（下）』576D（第⚙巻第⚔章，284 ページ 12 行目）。


































414 前掲書『国家（上）』347B（第⚑巻第 19 章，84 ページ 12 から 85 ページ⚒行目）。
415 前掲書『国家（上）』347C（第⚑巻第 19 章，85 ページ⚓から⚔行目）。ソクラテスは，罰の最大なものは，
「もし自分が支配することを拒んだ場合，自分より劣った人間に支配されるということ」と言う（上掲書『国
家（上）』347C（第⚑巻第 19 章，85 ページ⚗から⚘行目））。この罰を避けるために立派な人物は，自分が支
配者になるのであるとソクラテス（プラトン）は考えている。
416 前掲書『国家（上）』347C から D（第⚑巻第 19 章，85 ページ 11 から 12 行目）。




























418 前掲書『国家（上）』348D（第⚑巻第 20 章，88 ページ 15 行目）。
419 前掲書『国家（上）』348D（第⚑巻第 20 章，88 ページ⚑行目）。プラトンは，前掲書『プロタゴラス』319A







味していると考えられる（前掲書『国家（上）』428D（第⚔巻第⚖章，318 ページ 10 から 12 行目）。
420 前掲書『国家（上）』349C（第⚑巻第 20 章，91 ページ 11 から 12 行目）。


































423 前掲書『国家（上）』349C（第⚑巻第 20 章，91 ページ 14 から 15 行目）。
424 前掲書『国家（上）』349C（第⚑巻第 20 章，92 ページ⚒から⚓行目）。
425 前掲書『国家（上）』350B（第⚑巻第 21 章，95 ページ⚘から 10 行目）。
426 前掲書『国家（上）』350B（第⚑巻第 20 章，95 ページ 12 から 13 行目）。
427 前掲書『国家（上）』350A（第⚑巻第 21 章，94 ページ 14 から 15 行目）。
428 前掲書『国家（上）』350B（第⚑巻第 21 章，95 ページ⚑から⚒行目）。






















































430 前掲書『国家（上）』350D（第⚑巻第 21 章，97 ページ⚕から⚖行目）。
431 前掲書『国家（上）』351B（第⚑巻第 21 章，99 ページ⚖から⚘行目）。
432 前掲書『国家（上）』351D（第⚑巻第 23 章，100 ページ⚙から 10 行目）。
433 前掲書『国家（上）』351E（第⚑巻第 23 章，101 ページ⚓から⚔行目）。


























435 前掲書『国家（上）』352A（第⚑巻第 23 章，102 ページ⚒から⚓行目）。
436 前掲書『国家（上）』352C（第⚑巻 23 章，103 ページ⚘行目）。
437 前掲書『国家（上）』352B から C（第⚑巻第 23 章，102 ページ 13 から 15 行目）参照。
438 前掲書『国家（上）』352D（第⚑巻第 23 章，103 ページ 10 から 11 行目）。
439 前掲書『国家（上）』353A（第⚑巻第 24 章，105 ページ 11 から 13 行目）。
440 前掲書『国家（上）』353B（第⚑巻第 24 章，106 ページ⚑から⚒行目）。




































































してすべてこれに類するものである」と説いている（上掲書『パイドロス』246E（59 ページ 16 から 60 ペー
ジ⚑行目））。魂の特性については，拙著『プラトンの『パイドロス』における魂と神（神霊）の関係の考察
─プラトンによるソフィストあるいは弁論術の批判─』の第⚑節魂の特性（1.1 不死性，1.2 魂の相，1.3 生
けるものの不死性ならびにその死滅性）を参照。
443 前掲書『国家（上）』353D（第⚑巻第 24 章，107 ページ 15 から 16 行目）。
444 プラトン著（森進一・池田美恵・加来彰俊共訳）『法律（下）』896A（第 10 巻第⚗章，277 ページ 15 から 278
ページ⚒行目）。
445 前掲書『国家（上）』353E（第⚑巻第 24 章，108 ページ 12 から 13 行目）。
446 前掲書『国家（上）』354A（第⚑巻第 24 章，109 ページ⚒行目）。










448 前掲書『国家（上）』354A（第⚑巻第 24 章，109 ページ⚘行目）。



























































































454 前掲書『国家（上）』357C から D（第⚒巻第⚑章，113 ページ 15 から 16 行目）。
455 前掲書『国家（上）』357C（第⚒巻第⚑章，113 ページ 12 から 14 行目）。
456 前掲書『国家（上）』358A（第⚒巻第⚑章，114 ページ⚕から⚖行目）。







































462 前掲書『国家（上）』359A（第⚒巻第⚒章，117 ページ 10 から 11 行目）。
463 前掲書『国家（上）』359A（第⚒巻第⚒章，117 ページ 13 から 14 行目）。
464 前掲書『国家（上）』359B（第⚒巻第⚒章，117 ページ 15 から 16 行目）。


































466 前掲書『z国家（上）』359D から 360B（第⚒巻第⚓章，119 ページ⚑から 120 ページ 10 行目）参照。
467 前掲書『国家（上）』360C（第⚒巻第⚓章，121 ページ⚕から⚖行目）。
468 前掲書『国家（上）』360D（第⚒巻第⚓章，121 ページ⚘から⚙行目）。
469 前掲書『国家（上）』360D（第⚒巻第⚓章，121 ページ 12 から 13 行目）。
470 グラウコンの命題は，「完全に不正な人間でありながら，世間の評判では正しい人であると思われているも
のにとって，不正をはたらくことが有利である」と示せる（前掲書『国家（下）』588B（第⚙巻第 12 章，324
ページ 12 から 13 行目）。この命題に反例（あるいは反対の命題）を示すために，プラトンは，彼自身で国
家を建設し，正義とは何かを示し，グラウコンの命題に反対する命題の提示を試みる。プラトンの回答に

























































471 前掲書『国家（上）』361Aから B（第⚒巻第⚔章，123 ページ⚔から⚕行目）。
472 前掲書『国家（上）』361B（第⚒巻第⚔章，123 ページ 12 から 13 行目）。
473 前掲書『国家（上）』361C（第⚒巻第⚔章，124 ページ⚔行目）。
474 前掲書『国家（上）』361D（第⚒巻第⚔章，124 ページ⚗から⚘行目）。
475 前掲書『国家（上）』362A（第⚒巻第⚕章，125 ページ 11 から 14 行目）参照。
476 前掲書『国家（上）』362B（第⚒巻第⚕巻，126 ページ⚒から⚕行目）参照。
477 前掲書『国家（上）』362B（第⚒巻第⚕章，126 ページ⚕から⚗行目）参照。
478 前掲書『国家（上）』362B から C（第⚒巻第⚕章，126 ページ⚗から⚙行目）参照。この友を利し，敵には
害するとい考えは，ポレマコスの考えである。
479 前掲書『国家（上）』362C（第⚒巻第⚕巻，126 ページ⚙から 10 行目）。















































































































486 前掲書『国家（上）』363C から D（第⚒巻第⚖章，129 ページ⚗から⚙行目）。
487 前掲書『国家（上）』363D（第⚒巻第⚖章，129 ページ⚙から 10 行目）。




491 前掲書『国家（上）』364A（第⚒巻第⚗章，130 ページ 14 から 15 行目）。
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494 前掲書『国家（上）』364D から E（第⚒巻第⚗章，132 ページ⚘から 11 行目）参照。
495 前掲書『国家（上）』364E から 365A（第⚒巻第⚗章，132 ページ 14 から 16 行目）。
496 前掲書『国家（上）』364E から 365A（第⚒巻第⚗章，132 ページ 14 から 133 ページ⚓行目）参照。
497 その立証（プラトンの見解の提示）は，国家の第⚙巻第 12 章から第 13 章まで引き延ばされる。この不正者
と正しい人のいずれが幸福かへの回答は，正義とは何かが規定されてからなされる。
































501 前掲書『国家（上）』365D（第⚒巻第⚘章，134 ページ 15 から 16 行目）。
502 前掲書『国家（上）』365D（第⚒巻第⚘章，135 ページ⚑行目）。
503 前掲書『国家（上）』365E（第⚒巻第⚘章，135 ページ⚘から 10 行目）。
504 前掲書『国家（上）』366A（第⚒巻第⚘章，135 ページ 15 から 136 ページ⚑行目）。
505 前掲書『国家（上）』366B（第⚒巻第⚙章，136 ページ 10 から 11 行目）。
506 前掲書『国家（上）』366B（第⚒巻第⚙章，136 ページ 11 から 12 行目）。

































509 前掲書『国家（上）』366D（第⚒巻第⚙章，137 ページ 10 行目）。
510 前掲書『国家（上）』366D（第⚒巻第⚙章，137 ページ 14 から 15 行目）。
511 前掲書『国家（上）』366E から 367A（第⚒巻第⚙章，138 ページ 12 から 13 行目）。
512 前掲書『国家（上）』366E（第⚒巻第⚙章，138 ページ⚗から⚘行目）。





























515 前掲書『国家（上）』367B（第⚒巻第⚙章，139 ページ 10 から 12 行目）。プラトンは，これと同じ意味のこ
とを繰り返しアデイマントスに語らせている。「〈正義〉はそれ自体として，それ自身の力だけで，その所有
者にどのような利益を与えるのか，逆に〈不正〉はどのような損害を与えるのかを，示してください」（前




































































掲書『国家（下）』597C（第 10 巻第⚒章，345 ページ 11 から 12 行目）のは，知恵者である神であると言っ
ている。プラトンは，「神のことを，われわれは，その寝椅子の『本性（実在）制作者』，または何かこれに




































のものについて正しい知識をもつことになると説明する（前掲書『国家（下）』601E から 602A（第 10 巻第







































521 前掲書『国家』370B（第⚒巻第 11 章，148 ページ⚓から⚔行目）。
522 前掲書『国家（上）』370B（第⚒巻第 11 章，148 ページ⚗行目）。






















































524 前掲書『国家（上）』372A（第⚒巻第 12 章，154 ページ 12 行目）。
525 前掲書『国家（上）』372B（第⚒巻第 12 章，154 ページ 13 から 14 行目）。
526 前掲書『国家（上）』372B（第⚒巻第 12 章，154 ページ 14 から 16 行目）。
527 前掲書『国家（上）』372C（第⚒巻第 13 章，155 ページ 10 から 11 行目）。
528 前掲書『国家（上）』372C（第⚒巻第 13 章，155 ページ 11 から 12 行目）。
529 前掲書『国家（上）』372D（第⚒巻第 13 章，155 ページ 11 行目）。
530 前掲書『国家（上）』372D（第⚒巻第 13 章，155 ページ 12 から 13 行目）。
531 前掲書『国家（上）』372B から C（第⚒巻第 12 章，154 ページ 16 から 155 ページ⚓行目）。
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農 夫 大 工 織物職人 靴職人
農 夫 􀀱􀀱 􀀱􀀲 􀀱􀀳 􀀱􀀴
大 工 􀀲􀀱 􀀲􀀲 􀀲􀀳 􀀲􀀴
織物職人 􀀳􀀱 􀀳􀀲 􀀳􀀳 􀀳􀀴






































535 前掲書『国家（上）』371D（第⚒巻第 12 章，153 ページ⚔から⚖行目）。
536 前掲書『国家（上）』371E（第⚒巻第 12 章，153 ページ⚙から 10 行目）。
537 前掲書『国家（上）』371E（第⚒巻第 12 章，153 ページ 11 行目）。
538 プラトンは，これらの道具を「補助的原因となる技術」と説明している。これにつては，プラトン著（水野













農 夫 􀀱􀀱 􀀱􀀲 􀀱􀀳 􀀱􀀴 􀀱􀀵 􀀱􀀶
大 工 􀀲􀀱 􀀲􀀲 􀀲􀀳 􀀲􀀴 􀀲􀀵 􀀲􀀶
織物職人 􀀳􀀱 􀀳􀀲 􀀳􀀳 􀀳􀀴 􀀳􀀵 􀀲􀀶
靴職人 􀀴􀀱 􀀴􀀲 􀀴􀀳 􀀴􀀴 􀀴􀀵 􀀴􀀶
牛飼い・
羊飼い職人
􀀵􀀱 􀀵􀀲 􀀵􀀳 􀀵􀀴 􀀵􀀵 􀀵􀀶
















る。プラトンは，当職人の労働投入（技術）を「直接的な原因となる技術」540 と言う。 􀀲， 􀀳
は，大工の家造り（建設）の労働（技術）投入額，織物職人の衣服生産における労働（技術）
投入額である。プラトンは，直接的な原因となる技術と補助的な原因となる技術が結合され
て生産物が産出されることから， が ならびに に依存する。たとえば， 􀀱􀀽 􀀱􀀱􀀫 􀀲􀀱







539 政府（公共）部門のサービスが であるが，これはその消費額 􀀷􀀽 に等しい。
























農 夫 􀀱􀀱 􀀱􀀲 􀀱􀀳 􀀱􀀴 􀀱􀀵 􀀱􀀶 􀀱􀀷 􀀱 􀀱
大 工 􀀲􀀱 􀀲􀀲 􀀲􀀳 􀀲􀀴 􀀲􀀵 􀀲􀀶 􀀲􀀷 􀀲 􀀲
織物職人 􀀳􀀱 􀀳􀀲 􀀳􀀳 􀀳􀀴 􀀳􀀵 􀀲􀀶 􀀳􀀷 􀀳 􀀳
靴職人 􀀴􀀱 􀀴􀀲 􀀴􀀳 􀀴􀀴 􀀴􀀵 􀀴􀀶 􀀴􀀷 􀀴 􀀴
牛飼い・
羊飼い職人
􀀵􀀱 􀀵􀀲 􀀵􀀳 􀀵􀀴 􀀵􀀵 􀀵􀀶 􀀵􀀷 􀀵 􀀵
小売職人 􀀶􀀱 􀀶􀀲 􀀶􀀳 􀀶􀀴 􀀶􀀵 􀀶􀀶 􀀶􀀷 􀀶 􀀶
軍 人
労働投入・賃銭 􀀱 􀀲 􀀳 􀀴 􀀵 􀀶 􀀷 －
産出合計 􀀱 􀀲 􀀳 􀀴 􀀵 􀀶 􀀷
国防サービスなどの公共財サービスは，市場で取引されることはなく，政府（公共）部門
によって，すべての市民（すなわちすべての職人）に等量消費される国防サービスなどが提
供される。その大きさは，すべての職人によって消費される と示される。 （ 􀀽􀀱􀀬􀀲􀀬…􀀬􀀶)





















































543 前掲書『国家（上）』373A（第⚒巻第 13 章，157 ページ⚕行目）。
544 前掲書『国家（上）』373A（第⚒巻第 13 章，157 ページ⚕から⚖行目）。






































546 プラトンは，前掲書『国家（上）』373C（第⚒巻第 13 章，158 ページ⚑から⚒行目）において，国家の構成
員として「子供の教育掛りや，乳母や，子守や，着付掛かりの侍女や，理髪師や，他方また料理人や，肉屋・
割烹人」なども加えている。
547 前掲書『国家（上）』373B から C（第⚒巻第 13 章，157 ページ 13 から 14 行目）。
548 前掲書『国家（上）』373D（第⚒巻第 14 章，158 ページ 12 から 13 行目）。
549 前掲書『国家（上）』373D（第⚒巻第 14 章，159 ページ⚑から⚓行目）。
































551 前掲書『国家（上）』374D（第⚒巻第 14 章，161 ページ 16 から 162 ページ⚒行目）。




































農夫・猟師 􀀱􀀱 􀀱􀀲 􀀱􀀳 􀀱􀀴 􀀱􀀵 􀀱􀀶 􀀱􀀷 􀀱􀀸 􀀱 􀀱
大工・金具工・
装飾細工師
􀀲􀀱 􀀲􀀲 􀀲􀀳 􀀲􀀴 􀀲􀀵 􀀲􀀶 􀀲􀀷 􀀲􀀸 􀀲 􀀲
織物職人 􀀳􀀱 􀀳􀀲 􀀳􀀳 􀀳􀀴 􀀳􀀵 􀀲􀀶 􀀳􀀷 􀀳􀀸 􀀳 􀀳
靴職人 􀀴􀀱 􀀴􀀲 􀀴􀀳 􀀴􀀴 􀀴􀀵 􀀴􀀶 􀀴􀀷 􀀴􀀸 􀀴 􀀴
牛飼い・
羊飼い職人
􀀵􀀱 􀀵􀀲 􀀵􀀳 􀀵􀀴 􀀵􀀵 􀀵􀀶 􀀵􀀷 􀀵􀀸 􀀵 􀀵
小売職人 􀀶􀀱 􀀶􀀲 􀀶􀀳 􀀶􀀴 􀀶􀀵 􀀶􀀶 􀀶􀀷 􀀶􀀸 􀀶 􀀶
模倣師 􀀷􀀱 􀀷􀀲 􀀷􀀳 􀀷􀀴 􀀷􀀵 􀀷􀀶 􀀷􀀷 􀀷􀀸 􀀷 􀀷
軍 人
賃 銭 􀀱 􀀲 􀀳 􀀴 􀀵 􀀶 􀀷 􀀸 －
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が贅沢になることを意味する。消費額は，健康な国家の から贅沢な国家の に変化する。
すなわち，












れる生産物の投入は， ( … )と示される。また同様に，任意の職人が一単位の
生産物 を産出するときに，他の職人によって生産された生産物の投入( )は，
( … 􀀷) (3)





と表す。ここで，a71 から a77 はそれぞれ同じ値になる。これを使うと，上の職人技術と最終
消費の関係は，




札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
 (5)





品の消費水準が上昇する。これは， 􀀱 が 􀀱（先に想定したように， 􀀱􀀾 􀀱 である）に変化す
ることして表される。
先に示したように，上の(5)式において，係数行列を 􂈒 とする。この は単位行列であ
り，対角要素が⚑，それ以外の要素がゼロの⚗行⚗列の単位行列である。(4)式から，最終消




















農 夫 􀀱􀀱 􀀱􀀲 􀀱􀀳 􀀱􀀴 􀀱􀀵 􀀱􀀶 􀀱􀀷 􀀱 􀀱
大 工 􀀲􀀱 􀀲􀀲 􀀲􀀳 􀀲􀀴 􀀲􀀵 􀀲􀀶 􀀲􀀷 􀀲 􀀲
織物職人 􀀳􀀱 􀀳􀀲 􀀳􀀳 􀀳􀀴 􀀳􀀵 􀀲􀀶 􀀳􀀷 􀀳 􀀳
靴職人 􀀴􀀱 􀀴􀀲 􀀴􀀳 􀀴􀀴 􀀴􀀵 􀀴􀀶 􀀴􀀷 􀀴 􀀴
牛飼い・
羊飼い職人
􀀵􀀱 􀀵􀀲 􀀵􀀳 􀀵􀀴 􀀵􀀵 􀀵􀀶 􀀵􀀷 􀀵 􀀵
小売職人 􀀶􀀱 􀀶􀀲 􀀶􀀳 􀀶􀀴 􀀶􀀵 􀀶􀀶 􀀶􀀷 􀀶 􀀶
軍 人 􀀷􀀽 􀀽􀁧􀁫
労働投入・賃銭 􀀱 􀀲 􀀳 􀀴 􀀵 􀀶 􀀷 －
産出合計 􀀱 􀀲 􀀳 􀀴 􀀵 􀀶 􀀷
554 この仮定は，ホーキンズ􀀽サイモンの条件と知られている。また，􀁼 􂈒 􀁼􀀾􀀰と仮定するとき，この逆行
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果は，次の二つの行列の積となる。すなわち，
 (7b)
となる。ここにおいいて， 􀀨􀀱􀀩􀀾 􀀨􀀱􀀩􀀽 􀀨􀀲􀀩 である。次に，第三次の生産効果が生まれる。
この効果は，
(7c)
















































































556 前掲書『国家（上）』395C（第⚓巻第⚘章，222 ページ 12 から 13 行目）。





558 前掲書『国家（上）』374E（第⚒巻第 15 章，162 ページ 10 から 12 行目）。
559 前掲書『国家（上）』375C（第⚒巻第 15 章，164 ページ 16 から 165 ページ⚑行目）。
560 前掲書『国家（上）』376B（第⚒巻第 16 章，168 ページ⚔行目）。
561 前掲書『国家（上）』376B（第⚒巻 16 章，168 ページ⚕から⚖行目）。
562 前掲書『国家（上）』376B（第⚒巻第 16 章，168 ページ 12 から 13 行目）。
































564 前掲書『国家（上）』412C（第⚓巻第 19 章，272 ページ 14 から 15 行目）。
565 前掲書『国家（上）』412E（第⚓巻第 19 章，273 ページ⚘から 11 行目）。
566 前掲書『国家（上）』412E（第⚓巻第 19 章，273 ページ 12 から 15 行目）。
567 前掲書『国家（上）』413B（第⚓巻第 19 章，275 ページ⚓行目）。
568 前掲書『国家（上）』413C から D（第⚓巻第 20 章，276 ページ⚕から⚘行目）。
569 前掲書『国家（上）』413B（第⚓巻第 19 章，275 ページ⚘行目）。


























571 前掲書『国家（上）』413C（第⚓巻第 19 章，275 ページ 11 行目）。
572 前掲書『国家（下）』556B から C（第⚘巻第 10 章，224 ページ⚗から⚘行目）。
573 前掲書『国家（下）』537A（第⚗巻第 15 章，172 ページ⚕行目）。
574 前掲書『国家（下）』537A（第⚗巻第 10 章，172 ページ⚖から⚗行目）。
575 前掲書『国家（上）』413E（第⚓巻第 20 章，277 ページ⚑から⚔行目）。
576 前掲書『国家（上）』413E から 414A（第⚓巻第 20 章，277 ページ⚘から⚙行目）。
577 前掲書『国家（上）』413E から 414A（第⚓巻第 20 章，277 ページ⚙から 10 行目）。これに続けて，「その人
の生前にも，また死後にも埋葬の儀式やその他彼を記念する数々のものによる最高の贈り物を与えて，こ
れに名誉を授けなかければならない。しかし他方，そうでない者は排除しなければならない」と述べてい
る（前掲書『国家（上）』414A（第⚓巻第 20 章，277 ページ 10 から 12 行目））。
578 前掲書『国家（上）』414B（第⚓巻第 20 章，278 ページ⚑から⚓行目）。
























580 前掲書『国家（上）』423D（第⚔巻⚓章，302 ページ⚙から 12 行目）。
581 プラトンは，物語は虚構であり，偽りであると信じているが，「昔のことについてはほんとうの事実を知ら
ないので，偽りをできるだけ真実に似せることによって，それを役立つものとするのではないか」と考えて









281 ページ 14 行目）参照）。プラトンは，フェニキア物語りを引いて，国民は同胞（兄弟）であり，支配者
の子が農夫や職人になることも，またの農夫や職人の子が支配者・守護者になることが不自然ではないこ
とを指摘しているのかもしれない。
582 前掲書『国家（上）』423C から D（第⚔巻第⚓章，302 ページ⚔から⚖行目）。
583 前掲書『国家（上）』416C（第⚓巻第 22 章，284 ページ⚙から 11 行目）参照。
































⚔巻第⚓章，304 ページ 14 から 15 行目））。というのは，「国家社会の最も重要な習わしや法にまで影響を
与えることなしには，音楽・文芸の諸様式を変え動かすことはできないのだから」（前掲書『国家（上）』
424C（第⚔巻第⚓章，304 ページ 16 から 305 ページ⚑行目））。
587 前掲書『国家（上）』424D（第⚔巻第⚓章，305 ページ 15 から 16 行目）。
588 前掲書『国家（上）』424E（第⚔巻第⚔章，306 ページ⚑行目）。
589 前掲書『国家（上）』424E（第⚔巻第⚔章，306 ページ⚒から⚓行目）。
590 前掲書『国家（上）』425A（第⚔巻第⚔章，306 ページ 13 から 14 行目）。



































594 前掲書『国家（上）』416E から 417A（第⚓巻第 22 章，285 ページ 13 から 286 ページ⚒行目）。
595 前掲書『国家（上）』417B（第⚓巻第 22 章，286 ページ⚘から⚙行目）。
596 前掲書『国家（上）』417B（第⚓巻第 22 章，286 ページ⚙から 10 行目）。






























598 前掲書『国家（上）』420A（第⚔巻第⚑章，290 ページ 12 から 14 行目）。
599 前掲書『国家（上）』421A（第⚔巻第⚑章，294 ページ⚗から⚘行目）。
600 前掲書『国家（上）』421B（第⚔巻第⚑章，294 ページ 15 行目）。













































章，296 ページ⚓から 13 行目）参照）。
607 前掲書『国家（上）』422B（第⚔巻第⚒章，297 ページ 16 から 298 ページ⚑行目）。
608 前掲書『国家（上）』423B（第⚔巻第⚒章，298 ページ⚕から⚖行目）。


































615 前掲書『国家（上）』428C（第⚔巻第⚖章，317 ページ 11 から 16 行目）参照。
616 前掲書『国家（上）』428C（第⚔巻第⚖章，317 ページ 14 行目）。
617 前掲書『国家（上）』428D（第⚔巻第⚖章，318 ページ 10 から 11 行目）。
618 全き意味での守護者とは，「外からの敵に対しても，内なる同胞に対しても，後者には害をなそうという気
持を起こさせないように，前者にはそれができないように国を守るところの，全き意味での〈守護者〉」で
ある（前掲書『国家（上）』414B（第⚓巻第 20 章，278 ページ⚑から⚓行目））。
619 前掲書『国家（上）』428E から 429A（第⚔巻第⚖章，319 ページ 12 から 14 行目）。

















































622 前掲書『国家（上）』430B（第⚔巻第⚗章，323 ページ⚘から 10 行目）。






627 前掲書『国家（上）』431C（第⚔巻第⚘章，327 ページ 10 から 11 行目）。
628 前掲書『国家（上）』431C（第⚔巻第⚘章，327 ページ 11 から 12 行目）。
629 前掲書『国家（上）』431D（第⚔巻第⚘章，327 ページ 15 から 16 行目）。































631 前掲書『国家（上）』432A（第⚔巻第⚙章，329 ページ 16 行目）。
632 前掲書『国家（上）』433A（第⚔巻第 10 章，333 ページ⚒から⚓行目）。
633 前掲書『国家（上）』433A（第⚔巻第 10 章，333 ページ⚕行目）。
634 前掲書『国家（上）』434A（第⚔巻第 10 章，336 ページ⚔から⚗行目）。
635 前掲書『国家（上）』434Aから B（第⚔巻第 10 章，336 ページ 10 から 13 行目）。
636 前掲書『国家（上）』434B（第⚔巻第 10 章，336 ページ 13 から 14 行目）。
637 前掲書『国家（上）』434B（第⚔巻第 10 章，336 ページ 14 から 337 ページ⚑行目）。












































（⚒）10 歳頃から 20 歳頃（学術教育）
（⚓）20 歳頃から 30 歳（研修教育（予選された者の教育））
（⚔）30 歳から 35 歳頃（哲学的問答法の教育（言論修練教育））
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